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健康なからだをつくり
高い教養を身につける。

環境をととのえ、健全なとどもの育成lこつとめる

郷土の芸術を育て、文化財を大切にする。

(大洲市民憲章)
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市の人口(2月1日)

人口 38，379人
男 18，168人女
世帯数 10，388世帯
面 積 240，93平方キロメートノレ

発行大洲市役所

編集総務課
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4 期

理
整
頓
を
し
ま
し
ょ
う
。

一5

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
点
火
し
た
ま
ま

一
の
移
動
や
給
油
は
行
わ
ず
、
子
供

一
だ
け
で
の
使
用
も
や
め
ま
し
ょ
う

一6

万
一
の
こ
と
を
考
え
、
水
バ
ケ
ツ
二
月
四
日
の
「
少
年
の
日
」
に
市
内
一
対
象
に

一
消
火
器
な
ど
初
期
消
火
の
用
意
を
一
の
中
学
二
年
生
、
七
O
五
名
の
少
年
を
一
た
。

一

し

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

一

一
白
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に
一

一1

た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
周
囲
に
一

昨
年
末
か
ら
の
石
油
危
機
な
ど
の
影
一
二
、
融
資
限
度
額
五
十
万
円
一
七
、
保
証
料
一
%
一
延
焼
し
た
り
飛
火
し
た
り
レ
な
い
一

響
に
よ
る
モ
ノ
不
足
、
物
価
の
高
謄
、
一
ニ
一
、
利
率
年
八
・
二
O
%
一
(
市
が
全
額
橘
聞
い
た
し
ま
す
o

)

一
場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
一

金
融
引
き
締
め
の
警
情
勢
の
変
化
に
一
四
、
達
方
法
士
一
ヶ
月
分
割
喜
一
語
、
詳
し
い
こ
と
は
市
商
工
観
光

7
た
き
火
の
後
始
末
は
完
全
に
行
い
一

対
処
す
る
た
め
、
市
で
は
、
一
月
二
十
一
五
、
資
金
の
使
真
季
節
運
転
資
金
一
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
ι

一

ま

し

ょ

う

。

一

八

日

に

臨

時

市

議

会

を

開

き

市

内

の

中

一

六

、

保

証

人

二

名

以

上

一

一

3

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
で
一

小
企
業
の
運
転
資
金
と
し
て
、
五
十
万
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
I
I
l
l
-

一
完
全
に
消
し
ま
し
ょ
う
。
一

円
を
限
度
に
特
別
に
融
資
す
る
こ
と
が
一
一

i

l

l

l

!

l

i

l

l

-

-

-

一4

単
両
か
ら
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
一

可
決
さ
れ
ま
し
た
o

一

一

隣

に

も

声

か

け

あ

っ

て

よ

い

防

火

一

一

し

な

い

よ

う

心

が

け

ま

し

ょ

う

。

一

こ
の
持
別
措
置
は
、
現
在
実
施
し
て
一

i

l

i

l

-

-

J

i

l

-

-

1

一5

山
林
へ
の
火
入
れ
は
許
可
を
受
け
一

い

る

中

小

企

業

振

興

資

金

融

資

制

度

を

一

審

の

火

災

予

防

連

動

始

ま

る

一

て

か

ら

行

い

ま

し

ょ

う

。

一

充
実
し
た
も
の
で
す

o

-

i

J

j

i

i

i

j

一

言

家

の

避

難

に

つ

い

て

一

い
ま
ま
で
、
市
の
振
興
資
金
を
利
用
一
火
災
の
多
く
発
生
す
る
季
節
と
な
り
一
を
や
め
ま
し
ょ
う
。
一

1

家
族
が
話
し
合
っ
て
、
火
災
が
起
一

一

一

一

っ

た

場

合

の

尚

難

経

路

等

を

決

め

一

さ
れ
て
お
ら
れ
る
か
た
で
も
合
わ
せ
て
一
ま
し
た
o

三
月
二
十
八
日
か
ら
二
一
月
十
一

2

外

出

前

、

就

寝

前

の

火

の

元

点

検

一

一

一

一

一

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

一

二
百
万
円
ま
で
は
融
資
を
受
け
る
こ
と
さ
A

日

ま

で

全

国

い

っ

せ

い

に

春

の

火

災

一

を

励

行

し

ま

し

ょ

う

。

一

一

一

一

一

2

老
人
、
子
供
、
病
弱
者
等
の
就
寝
一

ゆ

で

き

ま

す

。

一

予

防

運

動

が

行

わ

れ

ま

す

。

一

3

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
子
供
の
手
一
場
所
村
山
避
難
し
や
す
い
場
所
で
あ
一

融
資
す
る
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
を
起
さ
一
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
へ
保
管
し
一
る
か
ど
う
か
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
一

一

、

申

込

期

限

、

お

よ

び

場

所

一

な

い

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

。

一

ま

し

ょ

う

。

一

3

火
災
の
と
き
は
、
忘
れ
物
な
ど
取
一

二
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
一
日
建
物
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
一

4

ふ
ろ
の
た
き
口
付
近
、
そ
の
他
火
一
り
に
建
物
の
中
へ
引
き
返
え
さ
な

に
市
商
工
観
光
課
ヘ
。
一

1

た
ば
こ
の
投
げ
拾
て
と
寝
た
ば
こ
気
使
用
場
所
の
周
囲
は
い
つ
も
整
一
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

経

涜

勉

に

対

処

親
も
参
加
し
祝
う

各
中
学
校
で
少
年
式

た
ば
こ
は
市
内
で

固定資産税

「
少
年
式
」

買
い
ま
し
ょ
う
。

年別救急出場状況表
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和 49年 2月

一
近
代
的
な
施
設
で
す
o

一
施
設
の
特
色
は
、
一
周
四
分
の
割
合

-
で
自
動
回
転
し
、
苗
は
必
要
な
日
光
を

一
適
度
に
賊
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

一
り
、
立
体
的
に
育
苗
棚
を
セ
ッ
ト
す
る

一
こ
と
で
狭
い
施
設
で
よ
り
多
く
の
育
苗

一
が
で
き
る
よ
う
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
こ
の
育
所
施
設
は
、
水
稲
二

O
O
へ

第
二
次
警
木
構
造
改
善
一
事
業
で
建
設
一
完
成
し
ま
し
た
o

一
合
が
東
大
洲
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
績
に
一
ク
タ

1
ル
、
葉
タ
バ
コ
一
二

O
ヘ
ク
タ

を
進
め
て
い
た
育
同
施
設
が
二
月
八
日
一
こ
の
施
設
は
、
大
州
市
農
業
協
同
組
一
三
千
五
百
二
十
七
万
円
を
投
じ
て
建
設
一

1
ル
の
富
田
規
模
を
有
レ
、
こ
の
ほ
か

し
た
も
の
で
、
中
、
四
国
で
は
初
め
て
一
野
菜
や
花
木
等
に
つ
い
て
も
可
能
で
幅

の
大
型
回
転
育
情
機
十
八
台
を
備
え
た
一
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

71< 
イト、、p

j旧

←f+" 

田

施

設

カヨ

成

主さコF

フじ

式
口
同

等審車

施

昭

市
民
交
通
傷
害
時
険

設

三
月
一
白
か
ら
受
付
始
ま
る

薩韮予輔ず楠x 

農

事

メ

モ

大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

川

田

雄

琴

「

会

川
田
雄
容
は
車
保
十
七
年
こ
七

=
一
二
)
大
洲
に
招
か
れ
、
陽
明
学
を

約

召
出
さ
れ
て
か
ら
、
落
土
の
た
め
諸

席
を
開
き
、
余
暇
に
は
領
民
の
た
め

年

度

夏
ど
打
き
ゃ
、
べ
つ
の
栽
培

苗
一
市
が
行
J

て
い
る
市
民
交
通
傷
害
保
一
ろ
っ
て
加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う
o

育
一
険
の
四
十
九
年
度
受
付
け
を
一
二
月
一
日
一
こ
の
保
険
は
、
一
年
契
約
で
す
か
ら

一
か
ら
行
い
ま
す
。
一
期
限
に
十
分
注
意
し
、
忘
れ
ず
に
加
入

た
一
い
ま
ま
で
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
一
の
手
続
き
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

し
一
た
市
民
交
通
傷
害
保
険
は
今
年
三
月
末
一
保
険
料
(
掛
金
)
は
ひ
と
り
四
百
八
一

定
一
日
で
契
約
が
切
れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
一
十
円
(
一
年
分
)
で
す
。
一

一
の
で
あ
ら
た
め
て
加
入
の
申
込
み
が
必
一
加
入
手
続
き
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
一

完
一
要
と
な
り
ま
す
。
一
市
総
務
課
、
ま
た
は
各
連
絡
所
へ
お
た
一

一
加
入
申
込
み
の
方
法
は
、
各
区
長
さ
一
ず
ね
く
だ
さ
い
。
」

丈
を
通
じ
「
加
入
申
込
書
」
と
チ
一

2
1
1
1
I
l
i
-
-

一
を
送
り
ま
ず
か
ら
、
い
ま
ま
で
の
加
入
一

一

者

は

も

ち

ろ

ん

、

新

レ

く

加

入

さ

れ

る

一

昭

和

四

十

九

一
か
た
も
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
家
族
そ
一

ミ

H
i
b
i
-
-
!
;
一
固
定
資
産
課
税
台
帳
る
縦
覧

一
還
元
利
金
の
五
倍
以
上
あ
る
こ
と
一

国

民

年

金

被

保

険

者

に

一

自

由

民

八

二

一

%

一

昭

和

四

十

九

年

度

分

の

固

定

資

産

評

一

な

お

、

昭

和

四

十

八

年

巾

に

土

地

家

一

車

場

所

Z
L

己
主

;b貯金
;

年

以

内

一

日

が

決

定

し

ま

し

た

の

で

、

次

の

堅

守

で

事

が

あ

っ

た

か

た

は

、

主

旧

大

洲

市

税

事

i
E霊
堂
金
を
T
E
-
-
E

一

一

と

お

り

固

妥

産

台

長

を

縦

覧

ザ

」

供

し

こ

の

期

間

こ

と

覧

く

だ

さ

い

o

一
各
連
絡
所
営
内
各
連
絡
所

F
1仁
一

主

主

〆

-
3
3《
イ

E
F
f

一

五

、

寄

金

の

艮

度

額

一

一

市

b

一

』

一

J

、

1

白

f

'

一

一

h

f

一
ま
す
か
ら
、
司
係
納
長
ま
関
覧
レ
-
縦
覧
期
間
一
一
一
む
い
と
と
は
市
税
務
課
へ
お
た
ず

一
被
保
険
者
一
人
五
十
万
円
一

f

F

L

-

一

や

一

一

で

く

だ

さ

い

o

一
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
一
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
被
一
の
住
宅
の
新
築
、
ま
た
は
住
宅
に
一
六
、
償
還
方
法
一

保
険
者
に
対
し
、
住
宅
資
金
の
貸
付
け
一
必
要
な
土
地
の
購
入
資
金
。
一
一
万
金
均
等
月
賦
償
還
一
同
月
十
日
一
ー
1
!

が

行

わ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

二

、

貸

付

け

の

条

件

一

七

、

保

証

人

一

こ
の
制
度
は
、
年
金
積
立
金
選
元
融

-

H国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
聞
か
五
一
原
則
と
し
て
連
帯
保
証
人
一

資

事

業

の

改

善

充

実

の

一

環

と

し

て

、

一

年

以

上

あ

る

こ

と

。

十

八

、

借

入

申

込

一

被
保
険
者
に
直
接
住
宅
資
金
の
貸
付
一
同
二
十
四
ヶ
月
以
上
保
険
料
納
付
済
一
地
方
銀
行
(
伊
予
銀
行
な
ど
)
一

け
を
次
の
と
お
り
行
う
も
の
で
あ
り
ま
一
期
間
が
あ
る
こ
と
。
一
相
互
銀
行
(
香
川
、
愛
媛
、
東
邦
一

す

。

一

回

借

入

申

込

時

に

保

険

料

の

免

除

を

一

な

ど

)

一

一
、
貸
村
け
を
受
け
ら
れ
る
資
金
一
受
け
て
い
な
い
こ
と
。
一
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
市
民
課
同
民
一

被
保
険
者
が
自
ら
居
住

τる
た
め
一
伺
被
保
険
者
の
収
入
月
額
が
初
回
償
一
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

第 21 6~，号

夏
場
の
生
野
菜
と
し
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
、
一
息
ど
り
き
や
べ
つ
の

栽
培
時
期
と
な
り
ま
し
た
o

そ
の
栽

培
法
を
紹
介
し
ま
す
。

ム

品

種

い
ろ
い
ろ
な
品
種
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
収
穫
期
が
一
真
夏
に
な
る

た
め
に
暑
さ
に
強
い
品
種
宇
一
選
び
た

い
も
の
で
す
。
代
表
的
品
種
と
し
て

は、

F
1モ
リ
輝
、
長
交
早
秋
@

初
駄
@
五

O
日
な
ど
が
よ
い
よ
う
で

す
o

A

品
種
ま
き

さ
や
べ
つ
の
「
と
う
だ
ち
」
は
、

茎
部
の
陪
径
が
六
ミ
リ
J

以
上
の
苗

が
、
一

O
度
以
下
の
担
何
度
に
一
ヶ
月

以
上
あ
え
ば
「
と
う
だ
ち
」
を
お
こ

し
ま
す
の
で
注
意
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
寒
い
所
で
は
、
間

向
き
の
軒
下
な
ど
を
利
用
し
て
一
一
一
月

上
旬
か
ら
四
月
下
旬
頃
に
種
ま
き
を

し
ま
す
。

種
〆
了
の
量
は
、
定
植
面
積
一
ア
ー
ル

当
り
五
1
八
ミ

D
D
ッ
ト
ル
で
あ
り

ト
ロ
箱
や
暖
か
い
場
所
を
選
び
、
床

面
C
o
六
i
C
R
七
平
方
メ
ー
ト
ル

に
掃
き
つ
け
ま
す
。

ふ

彩

欄

本
葉
二
枚
の
と
ろ
、
一
平
方
メ
ー

ト
ル
当
り
堆
肥
六
除
、
化
成
肥
料

一
C
0
9程
度
施
用
し
た
場
所
に

十
二
セ
ン
チ
角
に
移
植
す
る
と
よ
い

よ
う
で
す
。
(
た
だ
し
肥
料
は
十
日

前
に
施
用
)

ム

定

植

定
植
二
週
間
前
に
、
一
ア
ー
ル
当

り
地
肥
一

0
0除
、
化
成
肥
料
一

O
砕
を
全
面
に
施
し
て
耕
起
護
地

社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会
で
は

国
民
年
金
の
、
よ
り
一
層
の
理
解
と
推
一

進
の
た
め
、
次
の
要
領
に
よ
り
出
円
さ
ん
一

か
ら
国
民
年
金
の
歌
の
歌
詞
を
募
集
い
一

た

し

ま

す

。

一

一
⑦
賞
金
な
ら
び
に
副
賞

①
国
民
年
金
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
詞
o

一一
ス
選
作
品
一
篇
一
位
賞
金
一

O
万
円

ホ
l
ム
Y
ン
グ
調
を
主
と
し
て
、
月
一
一

厚

生

大

仲

賞

る
く
た
の
し
く
、
す
べ
て
の
ひ
と
び
一
一

F

一
信
二
位
賞
金
五
万
円

と
の
変
唱
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。
一
一

、

会

保

険

庁

長

台

首

②
四
百
字
詰
原
耐
用
紙
に
か
い
芹
で
。
一
一

ρ

一
篇
一
エ
位
賃
金
三
万
円

歌
詞
の
長
さ
は
、
五
行
か
ら
六
行
を
一
一
日
本
国
民
年
金
協
会
会
長
賞

一
節
(
番
)
と
し
て
、
三
節
(
番
)
一
一
伴
作
五
筒
賞
金
一
万
円

な
い
し
四
節
(
き
ま
で
か
適
当
。
一
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
市
民
課
国
民
一
代
表
喜
牧
夫
氏

一

一

一

大

洲

育

成

問

へ

五

千

円

1
1
1
-
-
-
i
l
i
l
i
-
-
-
-
l
J
二
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
一

を
し
て
お
き
ま
す
c

定

植

は

、

本

葉

一

一

一

|

|

一

大

洲

学

園

ヘ

三

千

円

五
土
ハ
枚
で
、
四
0
1
五
0
セ
ン
チ
土
一
サ
ラ
リ

j
マ

ン

の

一

大

山

川

市

中

日

呂

吉

岡

友

睦

氏

の
間
隔
で
行
い
ま
す
o

三

奥

さ

ん

と

国

民

年

金

一

訪

問

問

人

ク

ラ

ブ

連

日

時

y能

ム

管

理

一

ニ

国

長

年

金

に

は

、

強

制

加

人

と

任

怠

一

坪

坂

配

耐

震

主
な
栽
培
富
山
と
し
て
、
追
回
と
一
一
一
加
入
制
度
が
あ
り
ま
す
。
一
ま
ご
と
ろ
銀
行
へ
善
意
の
基
金
、
必

翠
毘
防
除
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ニ
一
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
号
(
)
ん
が
た
は
、
一
か
ら
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

追
肥
H
、
定
植
後
二
週
間
後
と
結
一
一
一
己
主
人
が
厚
生
年
金
等
の
被
用
者
を
対
一
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

球
殆
の
こ
ろ
に
化
成
肥
料
を
一
ア
l
一
一
五
と
す
る
各
年
金
制
度
に
加
入
さ
れ
て
一
識
調
現
寸
;
;

さ

り

コ

一

匂

づ

っ

施

す

と

よ

い

よ

お

ら

れ

る

た

め

、

凶

民

主

に

加

入

し

て

閥

曜

講

揮

う
で
す
o

て
も
、
加
入
し
な
く
て
も
よ
い
わ
三

K
E
R
B

病
害
虫
防
除
H
、

ア

オ

ム

シ

コ

ナ

す

。

一

2
月

μ
日

中

去

病

院

④

4
5
5
1

ガ
に
は
、
サ
リ
J

J

ナ
オ
ン
、

D
D
V
P

し
か
し
、
希
望
し
て
国
民
年
金
に
加
一

3
月
3
日

グ

乳
剤
を
使
用
し
、
軟
腐
一
両
に
は
ダ
イ
入
す
る
場
合
は
、
呈
思
加
入
と
い
う
こ
一
日
白

セ
ン
Q

ダ
イ
フ
ァ
1
等

を

定

期

的

に

と

に

な

り

ま

す

。

一

打

日

グ

予
防
散
十
巾
を
す
る
と
よ
い
よ
う
で
す
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
が
た
で
加
一
幻
日

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
入
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
将
来
国
民
一

μ
日

グ

年
金
制
度
か
ら
の
恩
典
は
あ
り
ま
せ
ん
一
診
療
時
間
午
前
八
時
半
1
午
後
六
時

金約

に
巡
回
講
釈
を
行
い
、
ま
た
自
宅
を

開
放
し
て
諸
士
の
諮
席
を
開
き
ま
し

た。
次
第
に
門
弟
子
が
ふ
え
る
に
従
っ

て
雄
替
は
「
学
規
」
を
定
め
ま
し
た

そ
れ
が
こ
の
雄
容
自
筆
の
会
約
で

す
o

「
序
」
は
す
こ
ぶ
る
謙
援
に
か

か
れ
て
い
ま
す
が
、
「
会
約
」
の
内

容
は
極
め
て
信
念
的
で
強
さ
に
あ
ふ

れ
で
い
ま
す
会
的
の
部
分
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

会

約

一
、
先
師
伝
来
の
学
脈
に
お
い
て
、

卒
爾
に
疑
惑
を
生
せ
す
、
恭
敬
尊

信
し
本
領
を
守
定
む
へ
き
事
。

一
、
畏
天
命
将
性
、
五
倫
日
用
の

常
遣
に
制
限
を
立
、
不
用
之
府
遠

に
は
す
べ
か
ら
さ
る
事
。

一
、
道
は
天
地
の
公
道
に
し
て
、
一

己
の
私
物
に
あ
ら
さ
れ
は
、
問
相

争
ふ
心
な
く
、
物
我
を
忘
れ
得
盃

を
心
か
け
、
悶
互
に
論
弁
い
た
す

国

民

年

金

の

歌八
歌
詞

V
集

σ〉自筆川田雄琴

募

へ

き

事

。

一

加

入

さ

れ

た

か

た

は

、

二

十

五

年

納

一
、
人
に
尊
与
の
品
、
長
幼
の
序
あ
一
付
の
場
合
年
額
二
十
四
万
一
円
支
給
さ
れ

り
と
い
へ
と
も
、
徳
を
尊
む
の
心
一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
ま
た
、
物
削
か
上
昇
す
れ
ば
ス
一
フ
イ

に
隔
有
ま
し
け
れ
は
、
少
も
挟
む
一
一
ド
さ
れ
、
生
活
水
準
に
合
せ
て
年
金
額

事
な
く
、
安
敬
の
本
志
を
た
て
、
一
一
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

相
互
に
切
践
す
へ
き
事
。
一
ま
す
。

一
、
狼
に
当
ぽ
の
政
一
事
の
号
非
を
評
一
ま
た
、
不
測
の
事
故
が
お
き
た
と
き

議
し
、
当
世
の
人
の
長
短
を
論
弁
は
母
子
年
金
、
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ

致
し
候
事
、
第
一
一
小
敬
よ
り
4
4
り
ま
す
。

且
多
く
ハ
臼
是
慢
心
の
悶
と
な
り
希
望
し
て
加
入
さ
れ
た
い
か
た
は
今

す
く
市
民
課
習
民
年
金
係
ヘ
、
ま
た
は

候
ヘ
ハ
、
自
他
共
に
桐
慎
可
申
事

:

各

連

絡

所

へ

申

出

て

く

だ

さ

い

。

皇

制

め

る

保

険

料

は

月

額

九

O
O円
で

も
と
よ
り
こ
の
学
規
と
し
て
の
「
す
。

会
約
」
は
、
堆
琴
学
風
の
真
簡
を
一
不

す
も
の
で
、
こ
の
精
神
は
「
止
告
書

院
明
倫
堂
」
と
成
り
一
層
光
彩
を
放

っ
た
も
の
で
す
o

こ
う
し
た
川
国
家
の
教
学
綱
領
は

他
に
遣
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
に
、
ま

こ
と
に
貴
重
で
あ
り
、
こ
の
内
容
は

ひ
ろ
く
周
知
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
考

え

ま

す

。

市

教

育

委

員

会

貯
金
通
帳
め
盗

鄭
に
ご
注
意

最
近
、
郵
便
貯
金
通
帳
の
係
難
が
あ

い
つ
ぎ
、
本
人
か
列
ら
ぬ
聞
に
払
い
も

ど
さ
れ
て
い
る
事
件
か
仕
付
出
し
て
お
り

一
四
国
郵
政
島
察
局
で
は
、
次
の
と
と
に

一
気
を
つ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す

一
一
、
印
鑑
と
通
帳
を
別
止
に
保
管
す
る

竺
一
、
通
帳
の
記
名
、
番
号
を
持
え
て
お

一
③
し
め
切
り
は
、
三
月
末
日
ま
で
の
消
一
く
。

印

あ

る

も

の

。

一

三

、

車

献

に

あ

っ

た

ら

す

ぐ

郵

便

局

に

③
送
り
先
は
、
東
京
都
千
代
田
区
平
河
一
届
け
で
る
。

町
二
の
七
の
五

砂
防
会
館
、
社
会
法
人
日
本
国
民
軍

金
協
会

国
民
年
金
の
歌
募
集
係

ま
ご
こ
ろ
銀
行

へ
善
意
の
基
金

社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に

六
千
五
百
円
大
洲
市
中
村
四
国
電

力
h
k内
大
洲
喜
多
畑
区
同
開

代

表

白
L
引
常
明
氏

一
万
三
百
四
円
大
洲
市
新
谷

愛
媛
ト
ヨ
ベ
ッ
ト
K
K大
削
営
業
所

村
田
同
一
同
代
表
越
街
泰
三
氏

千
五
百
円
広
島
県
佐
伯
郡
廿
日
市

坂
本
質
男
氏

四
千
六
円
大
洲
市
土
木
事
務
所
員

↑同

叫
闘
い
盛
岡
鵡
際
闘

i
新
刊
国
書
案
内
!

陽
明
学
大
系
4

陵
象
山
(
友
枝
)

系
図
惜
執
委
第
一
@
二
集
(
雫
月
)

読
売
年
鑑
一
九
七
四
年
版

源
氏
物
語
巻
二
(
門
地
文
子
訳

死
海
の
ほ
と
り
(
遠
藤
周
作
)

孔
雀
茶
屋
心
中
(
杉
本
苑
子
)

z

彩

霧

(

松

本

清

張

)

噂
の
安
全
一
期
(
清
水
一
行
)

肌
色
の
仮
面
(
高
木
彬
光
)

世
界
の
翼
一
九
七
四
年
版
(
朝
日

日
本
人
の
し
つ
け
(
野
口
武
徳
)

日
本
思
想
大
系
印
平
田
篤
胤
他

幻
古
代
中
世
芸
術
論

口
本
の
旅
人
9

背
江
真
澄

ω
十
返
合
一
九

勝
海
舟
上
中
下
(
子
母
沢
寛
)

大
原
へ
の
透
(
邦
光
史
郎
)

飛
鳥
と
難
波
(
鳥
越
憲
三
郎

日
本
の
陶
磁
工
伊
万
里
(
永
竹
威
)

ワ
イ
ン
と
料
理
(
辻
調
理
師
学
校
繍

嵯

峨

高

雄

(

永

井

路

子

)

日
本
の
か
る
た
(
浜
口
博
章
)

そ

ば

ち

ょ

と

(

三

好

一

)

1
1
寄
贈
図
書
l

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ピ
デ
ィ
ア
ア
メ
リ
カ

)
ナ
第
一

1
一
一
一
十
巻
(
ア
メ

y

カ
百
斜
事
典
)
内
容
解
説
一
冊
付

ブ
リ
J

タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
印

日
本
国
語
大
事
典
第
七
巻

歌

集

白

木

(

往

田

進

編

)

珠
算
春
秋
一
九
七
三
年
十
一
月

芝
精
工
業
大
学
大
学
院
研
究
報
告

日
本
の
安
全
保
障
一
九
七
三
年
版

か
え
り
み
て
明
日
を
思
う
一
一
一
冊

リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

一
九
七
三
年
十
s

十
一
@
十
二
月

生
祇
百
年
記
念
展
段
子
と
碧
梧
桐

碧
権
柄
と
ふ
る
さ
と

松
山
の
文
学
問

散
策
集
(
松
山
市
民
双
君
一
円
編
集
会
)

岡
田
の
血
脈
(
岡
田
重
則
)

1
子
供
の
亦
l

文
部
大
何
賞
中
学
校
作
文
名
作
選

ー
生
き
て
い
た
母
(
読
売
新
聞
社
編

2
父

の

定

年

(

3
天
井
が
明
か
る
い
(

4
誌

と

私

(

日

土

と

歌

(

6
わ
た
し
の
名
ま
え
(
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